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専修大学広報課
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修
大
学
」
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ラ
オ
ス
教
育
ス
ポ
ー
ツ
省

ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
首
都
代
表
国

会
議
員
の
ケ
ッ
マ
ニ
ー
・
バ

ン
ダ
サ
ッ
ク
氏
、
ラ
オ
ス
私

立
教
育
協
会
副
会
長
の
ス
ッ

パ
ポ
ン
・
ヴ
ィ
サ
ッ
パ
・
カ

ワ
ム
ラ
氏
ら
訪
問
団
の
代
表

６
人
と
、
佐
々
木
重
人
学

長
、
松
木
健
一
理
事
長
ら
が

会
談
し
、
今
後
の
交
流
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　
佐
々
木
学
長
は
、
２
０
０

８
年
に
ラ
オ
ス
国
立
大
学
と

本
学
が
国
際
交
流
協
定
を
結

ぶ
な
ど
、
同
国
と
の
緊
密
な

関
係
に
つ
い
て
披
露
。
同
大

学
か
ら
は
、
１
年
間
の
交
換

留
学
生
（
特
別
聴
講
生
）
や

海
外
客
員
教
授
を
本
学
に
受

け
入
れ
て
い
た
が
、
近
年
は

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
、
海
外
客
員
教
授

も
受
け
入
れ
ら
れ

ず
、
ラ
オ
ス
か
ら
英

語
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
行
っ
て
い

た
。
今
年
度
は
同
大

学
か
ら
サ
イ
ポ
ン
・

コ
ン
マ
ニ
ラ
教
授
を

海
外
客
員
教
授
と
し

て
招
く
な
ど
、
学
生

や
教
員
の
交
流
が
コ

ロ
ナ
前
に
戻
り
つ
つ

あ
る
と
し
て
、「
両
国

の
関
係
が
更
に
深
ま

る
こ
と
を
望
ん
で
い

る
」
と
歓
迎
し
た
。

　
松
木
理
事
長
は
、「
今
後
、

付
属
高
校
も
含
め
た
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
が
広
が
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
と
期
待
を
寄

せ
た
。

　
ケ
ッ
マ
ニ
ー
議
員
は
「
専

修
大
学
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
ラ
オ
ス
国
内
の
教
育
の

向
上
を
図
り
た
い
」と
応
え
、

ス
ッ
パ
ポ
ン
副
会
長
は
「
日

本
語
を
学
ぶ
学
生
や
日
本
へ

の
留
学
を
希
望
す
る
学
生
が

増
え
て
い
る
の
で
、
受
け
入

れ
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
訪
問
団
一
行
は
キ
ャ
ン
パ

ス
を
見
学
。
あ
い
に
く
の
雨

な
が
ら
、
９
号
館
の
情
報
科

学
セ
ン
タ
ー
や
図
書
館
、
10

号
館
の
ゼ
ミ
室
や
学
生
食
堂

な
ど
を
、
職
員
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
見
て
回
っ
た
。
幼

稚
園
か
ら
高
校
ま
で
の
私
立

学
校
の
理
事
長
を
務
め
る
男

性
は
「
素
晴
ら
し
い
施
設
。

学
生
も
生
き
生
き
し
て
い
て

楽
し
そ
う
。
ラ
オ
ス
の
子
ど

も
た
ち
に
も
日
本
の
学
生
の

よ
う
に
主
体
的
な
学
び
を
身

に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
」
と

語
っ
た
。

多
方
面
か
ら
学
生
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
学
生
相
談
室
・
障
が
い
学
生
支
援
室
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❷

２
０
２
２
年
度
「
千
代
田
学
」
活
動
紹
介
の
冊
子
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❸

学
校
法
人
専
修
大
学
　
事
業
計
画
・
予
算
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❹
❺

専
大
経
営
学
部
に
国
内
留
学
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❼

石
巻
専
修
大
学

　
本
学
と
ラ
オ
ス
は
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
。

本
学
と
本
学
会
計
研
究
所
は
２
０
１
９
年
３

月
、
ラ
オ
ス
国
立
大
学
、
同
大
経
済
経
営
学

部
、
川
崎
商
工
会
議
所
、
ラ
オ
ス
商
工
会
議
所

と
協
力
協
定
を
結
び
、
同
年
10
月
か
ら
「
ラ
オ

ス
国
内
に
お
け
る
簿
記
教
育
の
発
展
・
普
及
｜

ラ
オ
語
に
よ
る
簿
記
テ
キ
ス
ト
の
開
発
と
簿
記

検
定
試
験
の
実
施
支
援
｜
」（
ラ
オ
ス
簿
記
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
進
め
て
い
る
。

　
今
回
、
訪
問
団
に
対
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
の
説
明
を
行
っ
た
。
本
学
理
事
で
川
崎

商
工
会
議
所
の
山
田
長
満
名
誉
会
頭
が
一
行
を

歓
迎
し
、「
簿
記
の
普
及
は
ラ
オ
ス
の
経
済
成

長
に
大
き
く
貢
献
す
る
」
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

意
義
を
語
っ
た
。
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
／
複
式
簿
記
普
及
事
業
推
進
研
究
拠
点
代
表

の
国
田
清
志
商
学
部
教
授
が
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
、
ラ
オ
ス
国
内
へ
の
簿
記
普

及
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

　
国
田
教
授
は
、
成
果
と
し
て
、
ラ
オ
語
に
よ

る
簿
記
テ
キ
ス
ト
（
初
級
・
中
級
・
上
級
）
と

各
レ
ベ
ル
に
対
応
し
た
解
説
動
画
を
作
成
し
た

こ
と
を
挙
げ
、「
今
後
、
サ
イ
ポ
ン
海
外
客
員

教
授
ら
の
協
力
を
得
て
、
ラ
オ
ス
の
人
た
ち
の

学
び
に
、
よ
り
適
し
た
形
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
た
い
」
と
説
明
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
実
施
で
き
ず
に
い
た
ラ
オ
ス
国
内
で

の
簿
記
検
定
試
験
に
つ
い
て
は
「
両
国
の
商
工

会
議
所
と
連
携
し
、
実
施
に
向
け
支
援
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
学
生
が
企
画
し
た
就
活
イ

ベ
ン
ト
が
４
月
８
日
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
。

　「
専
大
生
に
よ
る
専
大
生

の
た
め
の
就
活
ス
タ
ー
ト
ダ

ッ
シ
ュ
講
座
」
と
銘
打
ち
、

経
営
学
部
と
経
済
学
部
の
３

年
次
生
13
人
が
企
画
・
運
営

を
担
当
。
就
職
支
援
会
社
ビ

ズ
リ
ー
チ
の
助
力
を
受
け
、

約
３
カ
月
か
け
て
準
備
し

た
。
就
活
に
本
格
的
に
取
り

組
む
前
の
学
生
た
ち
が
抱
え

て
い
る
漠
然
と
し
た
不
安
や

疑
問
を
も
と
に
、「
自
分
た

ち
が
今
知
り
た
い
こ
と
」
を

テ
ー
マ
に
し
て
３
部
構
成
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

　
第
１
部
の

テ
ー
マ
は
イ

ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
。
今
年

度
か
ら
ル
ー

ル
が
変
わ
っ

た
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
制

度

に

つ

い

て
、
ビ
ズ
リ

ー
チ
の
担
当

者
が
分
か
り

や
す
く
解
説

し
た
。
企
画
し
た
今
優
輝
さ

ん
（
経
営
３
）
は
、「
就
活

へ
の
一
歩
を
な
か
な
か
踏
み

出
せ
な
い
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
」
と
話
す
。

　
第
２
部
で
は
「
業
界
研
究

は
ど
う
や
る
？
」「
就
活
に

有
利
な
資
格
は
？
」
な
ど
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
実
施
し
た
。
「
参
加
型
に

す
る
こ
と
で
一
人
一
人
が
主

体
的
に
取
り
組
め
た
」
と
担

当
し
た
深
澤
京
資
さ
ん
（
経

営
３
）。

　
第
３
部
は
「
自
己
分
析
」

を
取
り
上
げ
、
参
加
者
は
ア

プ
リ
な
ど
を
使
っ
て
自
己
分

析
に
挑
戦
し
た
。
運
営
の
橘

佳
史
乃
さ
ん
（
経
営
３
）
は

「
自
分
自
身
、
就
活
に
つ
い

て
何
か
ら
手
を
つ
け
た
ら
い

い
の
か
分
か
ら
ず
、
手
探
り

の
な
か
で
今
回
の
講
座
を
企

画
し
た
。
参
加
者
と
同
じ
目

線
に
立
っ
た
等
身
大
の
イ
ベ

ン
ト
に
な
っ
た
」
と
語
る
。

　
参
加
し
た
経
済
学
部
３
年

次
生
は
「
就
活
の
進
め
方
は

一
つ
で
は
な
い
と
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
自
分
に
合
う
や

り
方
を
見
つ
け
た
い
」
と
感

想
を
述
べ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
サ
ポ
ー

ト
し
た
青
木
章
通
経
営
学
部

教
授
は
、「
考
え
た
こ
と
を

形
に
す
る
力
は
実
社
会
で
も

求
め
ら
れ
る
。
企
画
か
ら
運

営
ま
で
手
が
け
た
学
生
た
ち

に
と
っ
て
有
意
義
な
機
会
に

な
っ
た
」
と
話
し
た
。

視察に訪れた訪問団代表（左側）と本学関係者

あいさつするケッマニー議員

図
書
館
本
館
を
見
学
す
る
一
行

　
ラ
オ
ス
教
育
ス
ポ
ー
ツ
省
私
立
教
育
協
会
の
訪
問
団

47
人
が
４
月
26
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
視
察
し
た
。

訪
問
団
は
教
育
担
当
国
会
議
員
や
私
立
学
校
関
係
者
ら

か
ら
な
り
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
の
私
立
教
育
機
関

の
視
察
の
た
め
に
23
日
か
ら
29
日
ま
で
訪
日
。
本
学
が

大
学
と
し
て
唯
一
視
察
先
に
選
ば
れ
た
。

訪問団にプロジェクトの意義を説明する山田理事

ラ
オ
ス
簿
記
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ラ
オ
ス
簿
記
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

成
果
と
展
望
を
説
明

ラ
オ
ス
私
立
教
育
協
会
訪
問
団
が
来
学

ラ
オ
ス
私
立
教
育
協
会
訪
問
団
が
来
学

佐
々
木
学
長
ら
と
会
談

教
育
分
野
の
交
流
促
進
へ

イベントの司会・進行も学生が務めた

グループディスカッションで活発に意見を交わす参加学生たち

専大生企画「就活スタートダッシュ講座」 石
川
県
能
登
地
方
を
震
源
と
す
る

地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ

　
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
専
修
大
学
と
石
巻
専
修
大
学
は
、
被
災
さ
れ
た
学
生
と
保
護

者
の
方
に
対
し
て
、
安
心
し
て
学
業
が
継
続
で
き
る
よ
う
支
援

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
以
下
の
担
当
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生
田
学
生
生
活
課

☎
０
４
４・
９
１
１・
１
２
６
７

神
田
学
生
生
活
課

☎
03
・
３
２
６
５
・
６
８
２
４

生
田
大
学
院
事
務
課

☎
０
４
４・
９
１
１・
１
２
７
１

神
田
大
学
院
事
務
課

☎
03
・
３
２
６
５
・
６
５
６
８

法
科
大
学
院
事
務
課

☎
03
・
３
２
６
５
・
６
８
９
１ 

石
巻
専
修
大
学
事
務
課
☎
０
２
２
５
・
22
・
７
７
１
２ 

等
身
大
の
イ
ベ
ン
ト

経
営
・
経
済

３
年
次
生


